
』

十
年
澱
渉
る
こ
蜃
賞
に
肴
が
東
歩
奪
學
灘
の
支
那
紳
鉢
脆
話
鈴
鹿
の
歩
み

　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　

Ｊ
ｆ

　
　
　
　
　

／

　
　

－
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
9
4

饗
の
も
の
７
為
や
匁
の
で
あ
Ｉ
、
各
こ
に
先
建
と
し
て
の
氏
皿
仕
事
の
療

さ
が
あ
る
か
々
’
ｔ
各
ｉ
。
、
‐
然
し
タ
ら
支
那
の
紳
１
　
環
話
研
究
は
Ｉ
西
限
や

ｍ
本
l
i
於
付
る
そ
れ
哨
の
研
究
以
刺
激
せ
ら
れ
て
漸
く
緒
に
つ
い
訂
ば
か

■
ｅ
ｓ
Ｖ
Ｕ
'
Ｊ
こ
れ
か
ら
了
の
t
ｏ
。
さ
う
し
て
牝
の
方
面
の
研
究
に
進
Ｉ
ル
と

す
轟
者
は
冷
m
･
m
で
多
少
■
＾
■
O
i
氏
の
'
.
４

四
、
μ
無
か
つ
‘
た
で
あ
ら
う
し
、
χ
．
暦
家
老
６
常
Ｋ
新
尨
Ｕ
ぐ
幾
多
の
人
々

に
忿
９
で
蹟
ま
れ
る
゛
こ
と
で
為
ら
う
Ｊ
殊
に
序
に
．
於
て
津
伺
博
士
も
建
べ

て
居
■
v
s
Ｐ
ｉ
ｇ
／
i
如
ぺ
著
者
が
そ
四
論
文
ｔ
朗
ゐ
為
れ
衣
史
料
は
’
Ｍ
献
上
の

記
載
μ
に
Ｊ
．
ｈ
ｙ
給
雀
や
彫
剽
四
撞
物
ま
で
も
き
ら
め
’
材
料
か
ら
苦
心
し

Ｊ
Ｊ
Ｉ
々
Ｉ
れ
'
４
-
>
≫
の
で
｀
あ
る
か
ら
、
臨
必
方
面
の
一
研
・
薦
。
に
従
λ
渚
に
大

き
ヤ
價
囃
が
あ
μ
？
ｊ
の
努
力
に
肴
‐
も
て
健
徹
雄
四
外
は
な
い

　
０
｀
聊
せ
ぱ

膚
着
μ
屈
窟
七
れ
た
十
一
関
三
十
六
個
の
寫
翼
の
如
き
い
づ
れ
も
研
究
の

安
廣
料
た
’
。
を
快
４
ぬ

。。
‘

戈
氏
岬
洛
’
、
Ｊ
倫
黛
が
ヤ
冊
に
纒
め
ら
れ
て
。

‐
Ｉ
Ｊ
｛
’
、
ｔ
方
１
は
如
上
県
儲
々
の
意
味
に
債
て
意
義
■
v
Ｓ
>
i
O
こ
と
土
居

　

ｊ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

恚
が
刄
ら
ね

　
　

０
‐
’
公
５
判
・
’
吽
文
七
晋
一
頁
、
４
Ｊ
七
六
頁
ヽ
闇
版
六
葉
ヽ
ヽ

爛
湘
才
象
部
す
ｉ
ぐ
冲
映
必
衰
曇
妾
行
、
賓
弟
九
韻
包
給
八
銭
ご
江
一

着
薦
そ
擲
）

　

附
記
零
墨
烏
は
憲
柊
『
凍
郡
上
冬
１
史
’
研
茫
（
崖
昇
書
店
≒
「
ａ

　

捧
希
紳
」
ｊ
（
・
吠
御
堂
「
『
叟
痴
話
酉
含
虎
』
（
戈
舞
堂
）
が
氏
の
歿
後

　

そ
の
門
弟
達
に
よ
落
続
々
公
恟
４
７
々
れ
て
ゐ
J
9
.
の
は
氏
ｓ
人
格
妁
偲
ば

　

し
励
濤
Ｉ
９
官
命
ｂ
’
、
ご
叉
‐
『
東
洋
學
・
研
究
第
一
一
』
。
（
謐
井
書
店
）
に
は
著

者
‐
９
詳
心
い
・
年
譜
吸
び
奢
作
目
録
が
梅
載
晋
ら
れ
て
i
a
≪
？
？
.
　
v
ｊ
.
れ
１
セ

併
す
凛
*
ｓ
ｊ
≫
≪
>
ｔ
＊
ｘ
ｉ
>
w
>
r
ｔ
暦
と
ぞ
の
。
鳳
’
問
、
‘
鳥
徽
截
羞
稽
が
芯
に
便
で

‐
命
ら
う
。
＝

支
部
儒
道
佛
交
渉
史

　
　
　
　
　

久
舞
倆
’
ｉ
遠
著

　
　
　
　
　
　

ｌ
ｊ
ｊ

　

’

　
　
　

／
ｊ

　
　

’
・

昭
和
十
八
年
二
a
i
;
"
大
東
出
版
社
１
　
行

＝
Ｔ
ｍ
-

ｉ
．
ｒ
頁
　
定
價
貳
潤
八
拾
銭

　

著
者
は
大
正
大
學
の
敬
畏
、
。
十
敷
年
莱
三
厩
交
渉
史
に
回
俸
さ
れ
掃
々

の
論
文
も
著
さ
れ
て
ゐ
、
る
。
前
に
昭
和
‘
ハ
・
年
だ
「
麦
４
　
儒
逍
佛
三
数
史
論
ｉ

を
奢
建
ぎ
。
れ
名
著
の
名
を
得
ら
れ
た
が
、
こ
の
慶
は
之
に
改
訂
砧
仰
へ
莉

に
。
大
東
亜
名
著
逍
の
一
珊
と
○
で
世
に
逡
ら
れ
ｉ
ｉ
ｉ
≪
ｐ
の
で
あ
る
々
顧
る
に

支
那
一
族
性
を
響
撮
す
る
ト
ズ

稽
ｊ
■
ｔ
/
ｗ
却
き
れ
て
ゐ
記
事
は
人
６
奸
＆
邁
り
で
あ
＆
ダ
｀
ｌ
書
―
妻
禾
直

良
氏
・
小
柳
Ｉ
零
盤
い
・
幸
・
叫
・
各
博
士
導
に
Ｊ
ｈ
’
梱
常
に
‘
作
ら
れ
て
は
ゐ

＆
鮮
夕

大
掴
み
に
概
脆
さ
。
れ
た
も
の
で
み
る
。
’
近
時
逍
我
及
び
ｍ
我
交
渉
吏
も
涯

れ
ば
せ
な
加
ら
廸
ダ
・
進
展
を
見
ぜ
て
ゐ
。
る
か
ら
、
之
等
を
材
料
と
し
て
系

統
立
て
た
梱
雷
な
通
史
が
出
て
も
良
い
時
期
で
な
い
か
＊
Ｍ
思
ふ
Ｊ
先
に
出

　
　
　
　

―
‰

　
　

Ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４

　
　

〃

ね
興
血
宗
数
叢
書
の
’
道
数
の
賞
着
」
も
之
が
功
を
幾
分
夜
ぬ
て
ゐ
、
る
と

言
へ
‘
や
う
。
教
に
ａ
分
有
こ
の
本
を
斯
か
Ｋ
?
期
待
を
■
ｕ
て
、
・
朱
廣
な
る
を

幸
と
し
て
紹
介
さ
せ
で
載
い
た
め
。
で
炉
る
。
ｙ
然
し
該
著
ｈ
書
肆
の
求
め
に

嘸
じ
ｔ
急
蓮
作
ら
れ
仁
も
い
の
と
見
え
、
｛
暗
和
六
年
の
前
著
に
聊
か
新
脆
を

加
ｉ
ら
れ
た
に
。
邁
ぎ
ず
、
却
づ
’
で
例
鳶
や
亀
典
の
。
記
滅
を
省
い
『
式
”
六
ぎ

負
十
頁
を
琴
百
四
十
直
に
減
頁
さ
れ
て
ゐ
る
・
。
さ
れ
・
ば
紹
介
批
暑
拿
―
場

7‾59-



6∂

　

合
、
い
‥
昭
和
＼
i
年
ｓ
作
＆
を
今
日
の
レ
ベ
ル
で
批
評
す
る
楸
な
事
と
な
.
C
n
、

　

随
分
失
疆
の
言
１
多
か
ら
う
と
思
ふ
が
寛
容
さ
れ
度
い
。

　
　

本
書
は
後
痍
楚
王
英
の
。
佛
老
併
紀
問
題
よ
ｈ
’
明
代
の
μ
散
開
係
に
至
る

　

複
尊
稀
■
＾
■
^
ｉ
＊
ｉ
<
l
i
三
歎
交
渉
史
上
’
の
柵
題
を
、
大
農
寿
代
を
儀
切
っ
て
平

　

易
に
丁
寧
に
、
い
且
つ
豊
富
な
資
料
を
美
事
に
こ
な
し
、
ヽ
手
際
よ
く
纒
め
ら

　

れ
て
ゐ
る
の
で
、
非
常
に
讃
み
心
地
が
良
く
、
初
學
者
、
門
外
者
の
良
き

　

指
導
書
と
言
へ
’
る
。
特
に
支
那
民
族
の
佛
歎
に
對
す
る
態
度
が
最
も
良
く

　

Ｚ

　
　
　

Ｆ

　

♂

　

争

　
　
　
　

ａ

　
　
　

―

　

取
扱
は
れ
て
ゐ
る
事
、
齢
解
な
三
歎
関
係
の
資
料
を
逐
一
邦
譚
さ
れ
て
ゐ

　

る
事
八
大
健
時
代
毎
に
三
歎
関
係
が
鱗
柘
で
書
か
れ
て
ゐ
る
の
で
一
浪
そ

　

必
時
代
の
三
゛
者
の
外
的
勢
力
の
優
劣
が
把
握
出
凍
る
事
と
が
本
書
を
引
Ｊ

　

立
て
ｓ
な
る
。

　

｀
然
し
鋏
瓢
も
柑
雷
見
出
せ
る
。
主
な
も
の
を
拾
っ
て
見
る
と
、
蓉
り
三

　

散
交
捗
事
件
の
表
面
に
現
れ
竹
簡
々
の
問
題
に
重
貼
を
置
い
て
誕
朋
し
＞

　

ゐ
る
認
、
三
歎
各
々
の
時
代
的
内
容
と
そ
の
内
容
の
交
互
の
交
渉
が
さ
つ

　

ば
り
脆
明
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
言
ふ
‘
ま
で
も
な
く
三
・
歎
の
交
渉
は
本
省
の
如

　

き
表
面
的
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
教
理
に
教
團
組
織
に
凡
ゆ
る
方
面
に

　

行
は
れ
竹
も
の
で
あ
っ
て
、
三
張
の
宗
教
組
織
、
陶
弘
景
の
散
理
は
お
ろ

　

か
道
教
の
影
響
な
く
し
て
は
宗
教
と
し
て
な
り
立
た
な
い
。
外
而
な
交
渉

　

は
却
っ
て
そ
れ
等
の
現
れ
で
ヽ
内
部
の
状
態
に
従
っ
て
髪
化
し
て
行
～

　

（
粗
末
な
例
だ
が
化
朗
紐
之
夷
夏
論
１
４
同
じ
道
散
側
か
ら
出
た
對
佛
散

ヽ
論
で
あ
ｈ
’
な
が
ち
一
方
に
μ
後
漢
家
の
内
容
な
吻
逡
歎
、
一
方
は
佛
散
の
堤

　

響
で
充
実
し
た
道
教
い
か
ら
出
て
ゐ
る
錫
に
諭
鮎
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

　

Ｍ
'
Ｊ
.
夷
裏
腕
を
逞
し
て
常
時
の
宣
教
の
聯
的
・
影
響
の
妖
熊
や
内
容
を
。
知
る

事
ぞ

そ
支
那
民
族
性
の
把
握
･
i
o
出
来
、
意
義
も
生
じ
る
。
三
歎
の
外
的
交
渉
も

内
容
上
に
及
ぼ
す
影
響
を
見
て
こ
そ
價
値
が
あ
る
。
本
書
が
幾
分
空
虚
な

。
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
の
も
こ
の
鴛
で
あ
ら
う
。
勿
論
斯
か
る
方
面
を
見
極

め
る
事
は
今
日
の
道
歎
研
究
を
以
て
し
て
は
不
可
能
事
か
も
知
れ
ぬ
が
、

近
来
内
面
的
研
究
も
幾
分
進
め
ら
れ
、
又
之
を
伺
ふ
事
の
出
来
る
道
蔵
そ

の
他
も
出
版
。
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
些
か
努
力
を
彿
は
れ
た
か
っ
た
。

　

鳶
に
近
頃
宗
教
研
究
は
政
治
的
１
　
會
的
紺
済
的
民
族
的
方
面
か
ら
も
な

　

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
叫
ば
れ
て
ゐ
る
。
特
に
該
書
は
種
々
の
事
件
を
取

　

扱
っ
て
居
り
、
そ
の
原
因
探
求
こ
そ
重
要
な
位
置
を
占
む
可
き
で
あ
り
、

　

そ
の
探
求
こ
そ
以
上
の
諸
方
面
か
ら
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
調
書
は
概
し

　

て
言
ふ
’
と
斯
か
る
方
面
か
ら
の
探
求
が
疎
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
の
み
か
全
く

　

原
因
探
求
の
努
力
を
櫛
は
れ
て
ゐ
な
い
所
も
所
所
見
受
け
ら
れ
る
。
二
三

　

例
を
畢
ぐ
れ
ば
金
代
の
仝
侭
歎
が
隆
盛
を
来
し
た
の
は
碑
の
盛
行
か
ら
佛

　

放
内
に
離
放
流
遁
の
風
を
生
じ
て
沈
佛
歎
の
沈
滞
を
来
し
、
逍
歎
に
乗
じ

　

易
か
ら
し
め
t
　
}
事
と
逍
歎
が
宋
學
と
騨
を
取
り
入
れ
軍
目
を
Ｉ
新
し
た
認

　

だ
と
さ
れ
て
ゐ
る
（
十
六
章
・
十
八
章
）
が
、
も
一
歩
深
く
考
へ
る
と
、
北
宋

　

崩
複
し
金
の
南
下
と
言
ふ
新
會
的
・
大
饗
動
の
中
に
あ
っ
て
不
安
に
を
び
え
‘

　

民
族
意
識
を
燃
や
し
っ
ｙ

　

と
言
ふ
紅
會
的
原
因
と
（
求
那
佛
散
史
學
叩
ノ
ー
野
上
俊
静
氏
仝
鰐
歌
登

　

生
の
一
考
察
寥
照
）
邱
長
春
が
成
吉
思
汗
の
漢
人
統
治
政
策
に
取
り
入
っ

｀
卜
政
治
的
原
因
が
仝
薦
歌
を
盛
な
ら
し
め
た
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
冗

長
に
な
る
の
で
省
く
が
魏
武
の
廉
佛
も
斯
か
る
政
治
的
祗
會
的
民
族
的
事

60



　
　
　

情
が
あ
う
々

ｔ
勿
讐
１
。
［
支
幕
ｔ
歎
軋
所
ｔ
ｒ
４
１
隆
ｔ
魏
ｔ

　
　
　

９
　
の
麿
軋
ｆ
葬
ｙ
ｌ
錐
載
ｌ
ｔ
ｔ
ｔ
教
戒
隻
ｉ
馨
響
］

　
　
　
　

更
に
著
者
は
隋
代
俸
軟
興
隆
の
原
因
に
っ
い
、
て
僅
か
に
「
隋
の
天
下
を

　
　
　

統
｀
一
す
る
事
に
す
っ
で
漸
’
ヽ
痕
奥
ら
鱗
満
ち
」
と
の
み
曾
ぱ
れ
（
一
六
二

　
　
　

―
♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　

Ｓ

　
　
　

'
≪
)
･
有
竃
な
隋
の
文
帝
の
佛
敬
治
國
策
に
言
及
さ
れ
て
‘
Ｑ
な
い
の
は
解
り

　
　
　

切
っ
ぐ
Ｅ
い
は
言
ひ
な
が
ら
記
載
す
る
可
き
で
あ
ら
う
。
隋
代
に
融
合
論

　
　
　

が
一
軋
を
風
鐸
し
た
の
も
（
一
六
二
昌
三
教
調
和
が
修
身
治
國
の
上
か

　
　
　

ら
考
誓
長
ｔ
（
。
一
七
一
頁
ダ
ぴ
も
之
が
宗
教
債
策
の
あ
ぢ
わ
糾
ｔ
な
か

　
　
　

ら
う
か
。

　
　
　
　

肯
出
典
を
明
1
　
I
ｒ
ｔ
i
れ
ぬ
所
が
相
雷
に
あ
る
の
は
一
般
人
に
誼
む
に
必
要

　
　
　

な
し
と
し
て
省
か
れ
た
の
で
あ
ら
Ｉ
が
些
や
不
便
を
感
じ
る
゜
。

Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ

　
　
　
　

該
書
痙
噺
密
御
注
１
　
を
似
て
書
か
れ
て
ゐ
る
の
で
二
三
の
作
細
事
を
除

　
　
　

い
て
。
ぽ
ｔ
ｙ
を
見
出
せ
ぬ
ｏ
が
楚
王
灸
が
脊
紀
し
た
考
チ
は
い
Ｉ
子
―
共

　
　
　

に
老
子
Ｇ
金
言
を
指
す
の
で
あ
っ
で
神
格
化
さ
れ
七
太
１
　
　
老
君
と
趣
を
異

　
　
　

に
。
す
ｔ
」
ご
＾
。
訃
と
i
ｒ
ｂ
れ
で
ゐ
る
ｓ
は
隻
艮
だ
・
成
程
太
上
老
君
と
は
』
異

　
　
　
　
　

一
か
｀
―

　
　
　

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　

χ

　

・
。
『
”

　
　
　

る
が
ヽ
’
後
良
書
噫
王
英
傅
を
見
れ
ば
彼
か
方
士
と
交
通
じ
て
’
居
る
～
〈
省
時

　
　
　

老
子
が
方
士
よ
り
神
仙
と
さ
れ
て
ゐ
た
事
以
諭
衡
等
を
具
で
。
も
明
か
で
あ

　
　
　

る
・
赦
に
ｉ
ら
ぺ
祀
っ
む
老
子
は
脚
仙
と
し
て
の
老
子

Ｉ

五
千
１
　
の
老
子
‘

　
　
　

で
は
な
い
一
之
の
事
は
巌
本
善
隆
氏
参
替
佛
敬
の
展
期
（
支
那
佛
教
廓
糾

　
　
　

究
、
所
収
）
を
漬
ひ
と
頷
か
さ
れ
る
。
叉
理
惑
論
は
自
分
の
能
ぺ
批
判
す
る

　
　
　

所
で
≪
■
い
が
、
゛
松
本
文
三
郎
博
士
が
斉
化
の
作
品
ど
さ
れ
て
ゐ
る
（
東
方

　
　
　

ヽ
學
報
京
都
十
二
ノ
ー
ヽ
参
子
理
惑
の
逍
作
祗
考
）
の
は
注
目
'
■
Ｉ
値
す
Ｋ
?
°

３

　

以
よ
Ｑ
ｉ
Ｓ
　
統
勣
Ｋ
俸
ら
喩
該
著
は
三
教
交
渉
吏
上
褐
特
口
地
位
‐
を
持
つ
各

著
＊
■
＃
･
=
-
’
後
歯
を
１
　
り
奪
大
な
＞
０
＞
ｏ
の
'
･
ｖ
ｉ
-
＾
'
＾
’
ｒ
'
著
者
の
未
１
　
の
分
野

を
開
い
た
功
軋
ぱ
賞
さ
ね
ば
な
ら
μ
。
－
ザ

　

い
Ｉ
Ｉ
ベ
。
ノ

　
　

パ
バ
～
に
。

　

斉
章
の
題
目
を
列
挙
す
れ
ば
、
１
　
１
佛
教
傅
末
直
後
に
お
け
Ｋ
Ｊ
ｌ
二
M
m
．

の
妾
端
、
２
曹
魏
西
晋
時
代
に
お
け
る
道
教
と
佛
教
と
の
交
渉
、
３
東
骨

時
代
に
お
。
け
る
儒
道
佛
I
t
l
;
＾
の
関
係
、
‘
゛
４
業
魂
存
滅
論
’
　
t
ｒ
＼
Ｗ
果
庶
報

論
、
６
沙
門
不
敬
王
者
論
、
７
沙
門
祖
服
諭
と
沙
汰
問
題
、
８
夷
夏
論
。

９
末
末
南
斉
時
代
に
お
け
る
道
佛
二
歌
の
異
同
論
、
1
0
梁
魏
斎
代
に
お
け

る
道
俤
二
教
の
角
試
、
１
１
唐
佛
事
件
、
に
隋
代
に
お
け
る
儒
佛
道
三
教
の
‘

ｙ
ｊ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ

　

Ｘ

開
係
、
1
3
唐
代
に
お
け
る
道
佛
二
教
。
の
開
係
’
　
^
唐
代
に
お
け
る
儒
佛
二

数
の
開
係
、
1
5
宋
代
に
お
け
る
儒
傷
二
教
の
関
係
、
1
6
宋
代
に
お
け
る
逍

佛
二
数
の
自
係
、
勿
金
代
李
純
甫
の
三
歎
開
係
論
、
。
1
8
元
代
に
お
け
る
三

敬
の
関
係
’
　
ｃ
＾
明
代
に
お
け
る
三
歎
の
鵠
係

　

浚
學
非
才
紹
衆
す
る
に
雷
つ
て
言
ふ
所
を
知
ら
す
、
只
妄
言
を
弄
し
た

事
を
お
詑
し
ま
零
。
（
鰐
能
）
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